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株価指数を業種別で見ると？

楽読
（ラクヨミ）

Ｖｏｌ.199

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

※信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成

世界各国の株式相場の動きを知るために、その国を代表する株価指数の値動きが注目されています。
ただ、一口に株価指数といっても、国によって構成銘柄数や構成業種などが異なるため、国毎の特徴を
知ることが大切だと思われます。

下図は、米国、日本、ブラジル、中国の代表的な株価指数を業種別に表示したグラフです。
これらの株価指数の動きは、構成比率の高い業種の動きに振らされやすいことから、どの業種の比率が
高いかを知っておくことで、株価指数の変動要因を掴みやすくなると思われます。また、構成比率の高さ
から、その国の経済を牽引する産業が見えてくることは大変興味深いことだと思われます。

米国：Ｓ＆Ｐ500種指数の業種別比率

（2010年1月12日現在）

ブラジル：ボベスパ指数の業種別比率 中国：上海総合指数の業種別比率

日本：ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の業種別比率

（2010年1月12日現在）

（2010年1月12日現在）（2010年1月12日現在）

◆業種別比率は、四捨五入の関係で合計が
100%にならない場合があります。

■資本財
建設および建設材料、
電子機器、輸送など

■消費財
自動車・自動車部品、
食品・飲料、衣類など

■消費者サービス
小売、メディア、旅行
など

■テクノロジー
ソフトウェア、コンピューター
サービスなど

■素材
産業金属・鉱業、化学
製品など

■主要な業種の解説を図中に記載していますが、各株価指数共通の解説です。


